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私は教師生活の中で、優れた指導者、先輩に何人も出会ってきました。

尊敬する石川正三郎校長、圧倒的な力量をもっていた坂本茂信先生など

です。

これらの方々からさまざまに学び、大変幅広く仕事をしてきました。学

校外でもたくさんの貴重な出会いがありました。

その中で、１人の小学校教師がいかにして「クイズ面白ゼミナール」の

出題者になり、「進研ゼミ」の教材全体の設計をし、学習指導要領に反

映されるような主張をしてきたか。

そのようなことが、この『新・向山洋一実物資料集』の中に表れている

と思います。

どうか、先生方も私の実物資料から学び、子どもたちと学校全体の教育

の向上を願うような仕事をしていっていただきたいと思います。

向山 洋一
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完全収録：伝説の授業「いろは歌」
〜日本の教育文化の継承〜
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2010 年 3月 10 日
いろは歌の授業の様子

１. 完全再現「いろは歌」の授業　2010年3月6日
　日本言語技術教育学会　千葉市高浜第一小学校

6

解　　説

「いろは歌」の授業は、向山氏が 66 歳のときの日本教育技術学会での模擬授業で

ある。会場で「衝撃のどよめき」が起きたというまさに伝説の授業だ。

その後、この授業についての出版も計画されていたが、未だ実現されていなかっ

た。この資料は、当時の映像・資料から授業をできるだけ再現してみようとした貴

重なものである。

この授業は、様々な角度から分析できる。

第一に、授業の素材である。「いろは歌」「五十音図」というのは日本で伝統的に

使われ、伝えられてきた傑作中の傑作の教材である。千年前から使われてきた。教

材としての価値が極めて高いのである。

第二に、授業の組み立てである。ごく粗く書けば次の３つがこの授業の骨格である。

①日本の学習システム

②いろは歌

③五十音図

「いろは歌」「五十音図」という一級素材の前に、①の「日本の学習システム」をもっ

てきた。その学習システムを授業するのに「初午」の句を提示した。

初午に七千両の手を貰ひ

提示した句は素朴だが、「手習い」から始まる当時の学習システムを授業する提案

としては非常に奥深い。

この組み立てを発想できる教師は、まずいないだろう。詳細は記録をご覧いただ

きたい。

日本の伝統的な教育システムを授業した
画期的な組み立て

谷　和樹
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8 9１. 完全再現「いろは歌」の授業　2010 年 3 月 6 日　日本言語技術教育学会　千葉市高浜第一小学校

（注）向山：向山氏の発言　　──：会場の発言

①入学直前、私が母から学んだこと

向山　3人の先生で低中高をもちまして、私が低学年の教材です※。会場の方は

一緒に授業を受けてくだされば、そちらのほうが、見ているよりは理解

は早いと思います。

向山　今から 60年昔、昭和 25年、私は旗の台小学校に入学しました。

向山　入学する直前に、私の母親は、

２つのことを教えてくれまし

た。今（当時）、全国小学校校

長会の会長をしている、弟の

行雄も、多分、同じだと思い

ます。

向山　じゃあ、私が母から学んだことは、何だったでしょう。書いてみてくだ

さい。２つあります。

向山　はい。

――　あいうえお。

向山　はい。

――　名前を呼ばれたら、返事をする。

向山　はい。

――　返事をする。

向山　１つはあってました。

――　名前を呼ばれたら、返事をする。

──　返事をする。

向山　これ、「返事をする」ですが、50点なんです。「返事をしなさい」以外な

んですか。うちの母親はもっと違ったことを教えました。違った点、そ

うなんです。

──　わかりません。

向山　わかりません。

──　大きな声で返事をする。

──　元気よく返事をする。

向山　大体、近いですが、「大きく返事を」でもなく、「はっきり返事をしなさい」。

「向山洋一君」「はいっ！」というふうにしなさいと、それが１つです。

向山　もう１つ教えたのが。（指名する）

──　椅子を入れる。

向山　違う、違う。さっき言ったじゃん。

──　あいうえお。

（１）テープ起こしと写真で再現！　伝説の模擬授業

　※詳細は 11ページ
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11１. 完全再現「いろは歌」の授業　2010 年 3 月 6 日　日本言語技術教育学会　千葉市高浜第一小学校

塩谷直大

10

この「いろは歌」の授業は 2010 年３月６日（土）千葉市高浜第一小学校で開催

された日本言語技術教育学会で行われた授業である。

向山氏はステージに登壇してすぐに、低学年向けの教材を担当したことを簡潔に

話した。「3 人の先生で」というのは、向山洋一氏の他に野口芳宏氏、高橋俊三氏の

ことである。授業の順番は、１番目が野口氏、２番目が高橋氏、３番目が向山氏であっ

た。３名の先生が 30 分ずつ模擬授業をしていくのだ。

野口氏は、高学年の教材として「神話（天の岩戸）」を扱った。高橋氏は、中学年

として「民話（ねこまた）」を扱った。私は当日、この会場に参加していた。野口氏、

高橋氏は、子役を自身の授業空間に巻き込む素晴らしい授業を行った。

向山氏は、教材担当の説明をした後、次のように会場全体に話した。この説明は

15 秒間である。そして、一瞬、マイクを顔から遠ざける仕草をした後に、授業に突

入する。

授業の第一声は次である。

今から 60 年昔

「昔」というフレーズを発すると同時に、満面の笑みを浮かべている。この瞬間の

笑顔が 8 ページ上の写真である。

向山氏は、自身の母とのエピソードを語り始める。しっとりと、まるで昨日のこ

とを目の前の子どもたちに語りかけるように話す。

描写的な語りで、すぐに次の作業指示である。

書いてみてください。２つあります。

引き込む語りから、作業指示で巻き込む圧倒的な「つかみ」だ。

母のエピソードから会場を引き込む技術

解説コラム １

向山  この授業、全体の流れからいって。

──　いろは。

向山　そうそう「いろは歌」を覚

えなさい。ちなみに言って

みてください。

── 　「いろはにほへと、ちりぬる

を、わかよたれそ、つねなら

む、ういのおくやま、けふこえて、…（会場笑い）…　あさきゆめみし、

えひもせす」

向山　はい、じゃあ、会場の方もどうぞ。舞台の先生方も、お隣同士で言って

みてください。

── 　（会場全体で「いろは歌」を音読する声）

向山　最後まで言えた人？　会場も？　手を挙げます。言えなかった人？　は

い、立ちなさい。やりなさい。はい。言えたら座りなさい。

──　 ( 会場全体で「いろは歌」を音読する声 )

向山　教師としては、最低の教養で

す。「いろは歌」を言えるとい

うのは。言えなくて済むなん

てのは、とんでもない話です。

あと 1 人ですよ。誰も立たせ

たいわけじゃないんだから。

（１）テープ起こしと写真で再現！　伝説の模擬授業
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12 13１. 完全再現「いろは歌」の授業　2010 年 3 月 6 日　日本言語技術教育学会　千葉市高浜第一小学校

（１）テープ起こしと写真で再現！　伝説の模擬授業

②最も古くから伝わってきた教材

向山　「いろは歌」、古くから伝わっている教材です。教材があって、教育が成

り立つ。神話も教材です。物語も教材です。

向山　それでは、日本の歴史の中で、最も古くから伝わってきた教材を、３つ

以上書きなさい。

向山　皆さんが先生になるのですよね。もう、なっちゃってる人もいますよね。

こんな初歩的なことできますよね。

向山　会場の皆さんも同じです。３

つ以上です。古くから伝わっ

ている教材です。日本の伝統

文化です。教育文化です。

向山　（指示から 26秒後）

　　　はい、１つでもいいですから。（列指名）

──　「百人一首」。

向山　「百人一首」。

──　「五十音図」。

向山　「五十音図」。

──　「あめつちの歌」。

向山　「あめつちの歌」。

──　「万葉集」。

向山　「万葉集」。

──　「いろは歌」。

向山　「いろは歌」は、何年ぐらいだと思いますか、使って。

──　1000 年。

向山　「五十音図」、使ってどのぐらいだと思いますか。

──　500 年。

向山　500 年！　簡単ですからね、

五十音図。はい、五十音図。

──　1500 年。

新・向山洋一実物資料集（第7巻）サンプル版・教育技術研究所
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（１）テープ起こしと写真で再現！　伝説の模擬授業

15１. 完全再現「いろは歌」の授業　2010 年 3 月 6 日　日本言語技術教育学会　千葉市高浜第一小学校

塩谷直大

向山氏と母とのエピソードは、２つのことを子どもたちに教えている。

①「いろは歌」は、60 年以上、昔からあったこと。

「今から、60 年昔、昭和 25 年。」これが授業の第一声だ。「いろは歌」のことをよ

く知らない小学生ならば、「先生が子どもの頃から、あったんだ！」と授業の冒頭で

考えるだろう。

②「いろは歌」は、教材であること。

幼少期の向山氏に教えるとき、母は「いろは歌」を教材として使っていた。この

２つは、向山氏の次の言葉につながっていく。

「いろは歌は、古くから伝わる教材です。教材があって教育が成り立つのです。」

「いろは歌」の授業を貫く芯となるフレーズだ。

「あのエピソードが、このフレーズにつながるのか！」ものすごい授業の出だしだ。

まさに向山氏の次の文章のとおりである。

音楽でも、芝居でも、映画でも、小説でも、落語でもプロは「出だし」に全精

力をつぎ込む。

考えて、考えて、考えぬく。

工夫して、工夫して、工夫しぬくのだ。

教師も同じである。

授業開始の一分をどうするのか「考えて、考えて、考えぬき」「工夫して、工夫

して、工夫しぬく」のである。

『教育トークライン』1995 年５月号（東京教育技術研究所）より

考えて、考えて、考えぬかれた「授業の出だし」

解説コラム ２

向山　500 年。

向山　「五十音図」、500 年ぐらいだろうと思われる人、手を挙げてごらんなさ

い、会場の人も。

向山　明治だから、100 年ぐらいだろうと思われる人、手を挙げてください。

圧倒的多数ですね。

向山　両方とも、1000 年です。1000 年です。「五十音図」も。そして、「いろは歌」

も 1000 年です。

向山　そして、「あめつちの歌」は、その後。そのままに見てきましたね。でも

それは、長い間使っておりません。

　　　長くというのは、1000 年間使われた。その次に 700 年間使われてきた

教材があるんです。700 年。700 年。鎌倉から江戸時代終わりまで。

──　はい。（挙手する）

向山　はい。（指名する）

──　かけ算九九。

向山　それも結構ですが、そんなに評価されてませんね。

　　　はい。会場の方、どうぞ。

──　実語教。

向山　「実語教」というのと、「童子教」という。これは 700 年です。それぐら

い使われてきた教材ですね。
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（８）学習指導案の下書き
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